
【主催】国⽴⼤学法⼈⼀橋⼤学
【後援】国⽴市、⼩平市、⽴川市、国分寺市、府中市、武蔵村⼭市各教育委員会（予定）
【お問合せ先】国⽴⼤学法⼈⼀橋⼤学 研究・社会連携課
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2021年度 ⼀橋⼤学公開講座
「移⺠・難⺠をめぐって交錯するイメージと実像

－国際移動研究・強制移住学のいま－」
近年、移⺠・難⺠に関する社会的注⽬は⽇本でも加速度的に増加し、そのイメージは
偏⾒や政治的影響を受けながら膨張してきています。
今回の公開講座では、現代世界のグローバルな⼈流̶移⺠、移住者、難⺠、外国⼈̶を
めぐる諸課題について、国際社会学や移⺠史、難⺠・強制移住学の観点から学際的に
わかりやすく解説するとともに、実務経験者も交えて考えます。
（将来､国際機関で働くことを⽬指す⾼校⽣はもちろんのこと､市⺠のみなさまの参加を
歓迎します。）

配信期間︓2021年12⽉●⽇〜
実施⽅法︓Youtubeにて録画配信
参加⽅法︓以下のサイト内リンクよりご視聴いただけます。
<https://www.hit-u.ac.jp/extramural/open_lecture/index.html>

で検索してください。
※事前申込︓不要、視聴費⽤︓無料

§プログラム§
◆講演１「 移⺠国家アメリカの神話と実像」
貴堂 嘉之（⼀橋⼤学⼤学院社会学研究科⻑・教授）

◆講演２「受⼊れ国で揺れ動く移⺠イメージ」
⼩井⼟ 彰宏（⼀橋⼤学⼤学院社会学研究科・教授）

◆講演３ 「世界の難⺠政策をめぐる虚構と現実」
橋本 直⼦（⼀橋⼤学⼤学院社会学研究科・准教授）

◆講演４ 「難⺠とはだれか－トルコのシリア難⺠の現状から」
⼯藤 晴⼦（神⼾⼤学⼤学院国際⽂化学研究科・講師､元UNHCR准保護官）

◆パネル・ディスカッション
（パネリスト）貴堂 嘉之、⼩井⼟ 彰宏、橋本 直⼦、⼯藤 晴⼦
（司会） 飯尾 真貴⼦（⼀橋⼤学⼤学院社会学研究科・講師）

⼀橋⼤学公開講座


